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復習
い…Wr ε Y :=IR "i =対3

Span (ひ…)ω: ー CV ε V の部分線
という 。

& ,….んの一次結合全体

@ っ
…,ん～
) た …
.ik ?一次独立
～

にコ

W = Span (:い…した k ) となるとき

てにい…ひねを W の基底とうく)
w

Kコ

a limW = K
≡

o ひ.… ,ψπ √ V の基底はであるとする

このとき 任意 の VEVε(. 2n ) の

一次結合での 表し 方 は 唯一 つである
.

Proot 今
,
2通 りの 表示

= a .Vit … tanVn .W = b..t "tbon が

あるとする ①=π-V = Ca-b) π.t… t(Au -bu )u
…いは 一 シス独立taのでa -bi= - = au- bu = 0
Ai= by,, an= bu .



Def
.
(線形写像 )

0

m
.
n ε N に 対 して 写像

: IRM→ 1Rn が 次 の 2条件を満たすとき5

線形写像写像fc という
。

い( ) 任意 の V,ViE 1Rm に 対 して

fCui+2 ) = f(u. ) +f (U2 )

が成り立 っ
。

(L2 ) 任意 の XEIRM
,

AEIR に 対 て
(スカラー )

4af( ) = fcusa

が成り 立 つ
。

EX
. ① f : IR

"

→ IR
2

.

儿 U 線形写像

(炎) 、 →( )

② g : IR
3
→ 1R

2

ゃ U 線形写像
()、 →* )



③ h : IR→1
R

NoT 線形写像
ψ 山

し) 、 →( ]

線形写像 は基底の行き先を決めることで
決定 する

: = Span (,…,π ) ÷ 1R とする～mV
～

基

線形写像 f : X → W= 1R で

Wi : = fe )
,
.

"
, Wm: = f ()

π
in とする

.

このとき 任意 の V= A
.
W

.
t…ta v εVm

m

の fによる 行 き《 f (ψ) は

f (π) = f (AiWit… +aψ )m m

= f (ai) t … flaひ1m m

LIC ]

aif
( u.)t … + a f(mm

ー l- AiW . t
… .towim m εW

.



* 線形写像 f:IR ' →1
R

330

f ( ( 0) ) = ( ; ) , 5 ( 19 ) ) = ( 8)
を満たすとする

。 このとき ψ= (q ) EIR
2
の

行き先 f(ψ) は ? 演

f (π ) = f (a ( i) t b( 9 ) )
= af ( :]t) bf ( (9 ) )
= a ( ! ) ← b ( 8 )
= ( )+ ( )=( )

,

②
V : =Span( ( i) , ( 8)) , W

. = LR
2

に 対して線形写像 g : √→ W2

g ( [i) ) = (0 ) , g ((: ) ) = ( Q ) を 満たすとするる
= ε V の 行き 先() は ?



= 3 ( Ʃ) ( 8 ) EV-

～ , f(x ) = f( 3(i ) (Q ))

= f (3 (i 1 ) ff ( : ) ]
= 3 f (《) ) - 5 ( ( 8 ) )
= 3 ( 0) ( : ) = ( ? )

s

( 行列と線形写像の 対応 )

M×n( )行列 は (R
"
から 1RM の 線形写像を定める

逆 に (R
"
から 1Rm の 線形写像 f は (m×n )行列

で表現される
コ (線形代数 ( より )⑤

n

A = (
ai "

ainam
. . awn) m

(M×n) 行列

nx f : IRn → 1Rm
ψ 心

aixit… tAnxn
)《= (装) → Aゝε= ( : )W

Am.xit…Amn)xnす
f の 表現行列という



ex.
w = ( ! )

.
= [: )

,

s= ( : )以下…ー

とする
。

(1 ～ は一次独立であることを示せひる

(2) ly÷ Span (,凹,3 ) = 1R
3
とする

.

( JU=EV E . , 2.,3 の 次結合で

表せ

(3) 線形写像 f : V→ 1R
2
は

f ()=( 2 ), f := (Ʃ) , f( ) = [3 )

を満たす
。
とする

。
このとき f の 表現行列を

求めよ
。



() ,た ,
↳ の 任意 の 一次関係式

CIU . +C22 tCss = ① を 考 え

⇒ cil: ) ta (: ) + c 3 ( : ) = [ : )

ε⇒台t[ ) = ( : )
CIt C 3

ー
<=⇒ C= 0 .

- 2Cct (3 = 0 , Ci+ C3 = 0

⑪

Cz= 0

(っ→ C .= C 2= C 3 = 0.ゆえにいろは
一次独立

。

(2) ( 強 ) をひ ,2 ,3 の 一次結合で表 す
。

⇒ [ ] =λ V+λ z2← λ 3ひろを 満たす

λ
小
,λ

2
, λ 3 ε1 R を決定する

→ )=λ 、 ( ! ) + ( : )+λs ( ; )



(= ) ( 強 )=+a( )
(=) λ= a ,

λ
3= C -λ .
.
λ 2

= λ3 - b

= C- a = (- A- b

?
。 ( ) = art ( C-a - b )政 t (c- a )⑪

0

(3) 任意の () ε V に 対 して

5 ( () ) = fCaψ. + (c- a- b )2 + C-a( )↳ )

= f (a4 ) ← f (c- a-b2 ) ←f((ca7 )
)

= af(i) + (c- a- b )f (2 ) +Cc - a 1fs)

=

a ( i ) ← c -ab )( I) +cca ) ( ; )

=
A - Cc- a- b)

(
2 a t 2 ( c-a-b) +3 cc - a )

)

= (
2atb - c )
- 3a - 2bt 5c



= (
2

*5 ) ( 強)
: ∴ f の表現行列 は (2

= 5 )
"


